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“優しく捕まえて、田んぼに放してね” “優しく捕まえて、田んぼに放してね” 
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スコットキャラクターアグピーアグピー 阿

久比
町マ
スコットキャラクターアグピー 

アイガモを水田に放し、除草や害虫駆除を行う「アイガモ農法」を実践する稲葉清仁さん　アイガモを水田に放し、除草や害虫駆除を行う「アイガモ農法」を実践する稲葉清仁さん
（坂部）の田んぼに、７月（坂部）の田んぼに、７月１２１２日城山保育園児が訪れ、アイガモを水田に放つ手伝いをしました。日城山保育園児が訪れ、アイガモを水田に放つ手伝いをしました。
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広報あぐい　２００６年８月１日号
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本
当
に
美
し
い
自
然
に
し
か
生
存
し
な

い
と
言
わ
れ
る
ホ
タ
ル
。
ホ
タ
ル
は
自
然

環
境
の
バ
ロ
メ
ー
タ
ー
と
し
て
重
要
な
役

割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。

　

ホ
タ
ル
が
放
つ
光
は
、
見
る
も
の
に
癒

や
し
と
安
ら
ぎ
を
与
え
て
く
れ
ま
す
。
今

年
も
水
田
や
川
の
ほ
と
り
は
、
淡
い
優
し

い
光
で
美
し
く
彩
ら
れ
ま
し
た
。

　

町
で
は
、
昭
和
五
十
八
年
か
ら
自
然
環

境
保
護
を
推
進
す
る
た
め
に
「
ホ
タ
ル
飛

び
か
う
住
み
よ
い
環
境
づ
く
り
」
を
目
指

し
、
町
内
に
生
息
し
て
い
る
ヘ
イ
ケ
ボ
タ

ル
の
発
生
状
況
や
生
態
な
ど
の
調
査
研
究

を
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
も
ヘ
イ
ケ
ボ
タ
ル
の
生
息
分
布
調

査
を
、
六
月
の
下
旬
か
ら
小
中
学
生
を
は

じ
め
多
く
の
皆
さ
ん
の
協
力
を
得
て
行
い

ま
し
た
。（
調
査
結
果
は
次
ペ
ー
ジ
で
掲

載
）

　

ホ
タ
ル
を
身
近
に
感
じ
て
も
ら
う
た
め
、

六
月
二
十
三
日
と
二
十
四
日
の
二
日
間
、

ふ
れ
あ
い
の
森
ホ
タ
ル
養
殖
場
で
「
ほ
た

る
観
察
会
」
を
行
い
ま
し
た
。
ホ
タ
ル
を

通
じ
て
環
境
教
育
に
取
り
組
む
東
部
小
学

校
で
も
六
月
二
十
三
日
に「
成
虫
観
察
会
」

が
開
か
れ
ま
し
た
。
両
観
察
会
に
は
多
く

の
参
加
者
が
集
ま
り
ま
し
た
。

　

ホ
タ
ル
の
人
工
飼
育
へ
の
取
り
組
み
は
、

決
し
て
観
察
会
に
多
く
の
人
を
集
め
る
こ

と
を
目
的
に
行
っ
て
い
る
の
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
人
工
飼
育
は
、
ホ
タ
ル
を
絶
滅
の

危
機
か
ら
保
護
す
る
た
め
に
調
査
研
究
の

一
環
と
し
て
行
っ
て
い
ま
す
。

　

ホ
タ
ル
は
い
つ
の
時
代
も
人
々
に
愛
さ

れ
て
い
ま
す
。
昔
は
ど
こ
に
で
も
い
た
ホ

タ
ル
を
見
る
た
め
に
、
多
く
の
人
が
観
察

会
に
足
を
運
ん
で
い
ま
す
。
ホ
タ
ル
を
動

物
園
で
し
か
見
る
こ
と
が
で
き
な
い
絶
滅

危
惧
種
の
動
物
た
ち
と
同
じ
よ
う
に
し
な

い
た
め
に
、
私
た
ち
に
は
何
が
で
き
る
で

し
ょ
う
か
。

　

ゴ
ミ
の
ポ
イ
捨
て
を
し
な
い
な
ど
、
ゴ

ミ
を
減
ら
す
こ
と
は
誰
に
で
も
で
き
る
こ

と
で
す
。
そ
の
誰
に
で
も
で
き
る
こ
と
を

常
に
心
掛
け
る
こ
と
が
ホ
タ
ル
保
護
の
第

一
歩
で
す
。

　

私
た
ち
の
子
孫
が
、
さ
ま
ざ
ま
な
場
所

で
ホ
タ
ル
を
見
て
楽
し
み
、
神
秘
的
な
光

に
笑
顔
を
浮
か
べ
る
姿
を
思
い
、
ホ
タ
ル

の
保
護
、
環
境
保
護
を
皆
さ
ん
と
い
っ

し
ょ
に
進
め
て
い
く
こ
と
が
大
切
な
こ
と

だ
と
思
い
ま
す
。

ほたる観察会で淡いホタルの光を楽しむ参加者

東部小学校「ホタルと出会う部屋」で観察をする親子

　

町
の
ホ
タ
ル
を
保
護
し
、
ホ
タ
ル
飛

び
か
う
住
み
よ
い
環
境
づ
く
り
を
呼
び

か
け
る
標
語
を
募
集
し
ま
し
た
。

　

皆
さ
ん
の
作
品
を
紹
介
し
ま
す
。

（
敬
称
略
）

『
自
然
あ
る 
阿
久
比
町
が
好
き 

　

ホ
タ
ル
も
ぼ
く
も
』　

岡
�　

修
平

　
　
　

◇　
　
　
　
　

◇

『
ホ
タ
ル
く
ん 
今
年
も
会
え
て 

　

う
れ
し
い
よ
』　
　
　

岡
�　

佳
亮

　
　
　

◇　
　
　
　
　

◇

『
自
然
は
、
み
ん
な
の
た
か
ら
物

　

ホ
タ
ル
も
、
み
ん
な
の
た
か
ら
物
』

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

榊
原
真
太
郎

　
　
　

◇　
　
　
　
　

◇

『
阿
久
比
町 
ホ
タ
ル
も
人
も 

　

住
み
よ
い
ま
ち
』　
　

平
田　

瑞
季

　
　
　

◇　
　
　
　
　

◇

『
守
ろ
う
よ 
ホ
タ
ル
飛
び
か
う 

　

阿
久
比
町
』　
　
　
　

平
田
た
ま
子

　
　
　

◇　
　
　
　
　

◇

『
ユ
ー
ト
ピ
ア 
ホ
タ
ル
も
一
緒
に 

　

住
め
る
町
』　
　
　
　

竹
内
良
太
郎
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今年見つかった場所

昨年見つかったが今年
見つからなかった場所

「
ホ
タ
ル
飛
び
か
う
住
み
よ
い
環
境
づ

く
り
」
を
目
指
し
て
、
六
月
二
十
一
日

か
ら
二
十
三
日
と
七
月
三
日
か
ら
五
日

の
六
日
間
、
小
・
中
学
校
の
児
童
、
生

徒
と
町
民
の
皆
さ
ん
の
協
力
で
、
生
息

分
布
調
査
を
実
施
し
ま
し
た
。
調
査
の

結
果
は
、
下
図
の
と
お
り
で
す
。

平成１８年度
阿久比町ホタル分布図

アグピー 

幼虫のエサ（巻貝）の情報を
提供してください

　

今
年
も
ふ
れ
あ
い
の
森
の
ホ
タ
ル

養
殖
場
と
東
部
小
学
校
の
ホ
タ
ル
と

出
会
う
部
屋
で
は
た
く
さ
ん
の
幼
虫

が
産
ま
れ
ま
し
た
。

　

東
部
小
の
児
童
や
ホ
タ
ル
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
協
力
で
幼
虫
の
エ
サ
と
な

る
巻
貝
を
採
っ
て
い
ま
す
が
、
エ
サ

が
な
か
な
か
確
保
で
き
ま
せ
ん
。

　

田
ん
ぼ
や
水
路
な
ど
で
小
さ
な
巻

貝
（
モ
ノ
ア
ラ
ガ
イ
）
や
タ
ニ
シ
が

た
く
さ
ん
い
る
所
を
見
つ
け
た
ら
、

ぜ
ひ
教
え
て
く
だ
さ
い
。

□
連
絡
先　

企
画
財
政
課

　

�（
４
８
）１
１
１
１（
内
３
０
３
）

　

東
部
小
学
校
�（
４
８
）０
０
４
１
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渡邉　月子（英比小６年）

伊藤　ゆい（英比小６年）家田　江梨（南部小５年）

平山　咲綾（東部小６年）

滝塚美沙希（阿久比中２年）

佐藤世麗奈（阿中２年）　　岡戸美沙季（阿中１年）
�島菜々恵（東部小５年）　田中　美帆（東部小４年）
佐川　桃子（英比小６年）　森　　千晶（草木小６年）
宮地　なな（草木小６年）　青松真里英（草木小６年）
小野　　薫（南部小６年）　岩井ゆり子（南部小５年）

平成１８年度 

（応募総数６６６点の中から、下記の皆さんが選ばれました。）

 ※敬称略

佳 作佳 作 １０点１０点

優 秀 １０ 点優　秀　１０　点

遠藤あおい（英比小５年） 竹内永里子（阿久比中３年）新海みのり（南部小６年）

坂野　千尋（草木小４年） 新美　有希（東部小４年）

内藤　由莉
（東部小５年）

最 優 秀最 優 秀
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新美　有紗（英比小２年）

鈴木　大貴
（南部小１年）

（応募総数６９１点の中から、下記の皆さんが選ばれました。）
※敬称略

優 秀 １０ 点優　秀　１０　点

最 優 秀最 優 秀

山本　彩花（東部小３年）

竹内　翔一（南部小３年） 宮地　りな（草木小３年） 小田　皓太（英比小２年）

黒島　　優（英比小２年）

山田　天衣（草木小３年）福岡　靖高（南部小２年）

古川　千紘（東部小３年）　戸田　愛美（東部小３年）
浪岡　槻乃（東部小２年）　家田真悠子（東部小１年）
平野　元規（英比小３年）　杉江萌々華（英比小１年）
舟橋　ゆな（英比小１年）　楢谷　咲良（草木小２年）
青木野々茄（草木小２年）　新海　　里（南部小３年）

佳 作佳 作 １０点１０点

榊原有記奈（南部小１年） 竹内　紗季（草木小１年）
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自己負担割合
所得区分の判定基準が変わりました高齢者の医療費

※　１０月１日から一定以上所得者の自己負担割合
が、２割から３割に引き上げられます。

　所得区分に応じて自己負担割合などが異なりますが、その所得区分を判定する基準が変わります。

平成１８年８月１日から平成１８年７月３１日まで

判　　定　　基　　準
所得
区分

�

判　　定　　基　　準
所得
区分

　一定以上所得者、低所得Ⅰ、Ⅱのいずれ
にもあてはまらない方。

一
般

　一定以上所得者、低所得Ⅰ、Ⅱのいずれ
にもあてはまらない方。

一　

般

　７０歳以上の方および老人保健の方のうち、
１人でも一定の所得（課税所得が１４５万
円）以上の方が同一世帯にいる方。

　ただし、７０歳以上の方および老人保健の
方の収入の合計が、２人以上であれば５２０
万円未満、１人の場合は３８３万円未満の方
は、申請により ｢一般」の区分と同様にな
ります。

一
定
以
上
所
得
者

　７０歳以上の方および老人保健の方のうち、
１人でも一定の所得（課税所得が１４５万
円）以上の方が同一世帯にいる方。

　ただし、 ７０ 歳以上の方および老人保健の
方の収入の合計が、２人以上であれば６２１
 万円未満、１人の場合は４８４万円未満の方
は、申請により ｢一般」の区分と同様にな
ります。

一
定
以
上
所
得
者

同一世帯の全員が住民税非課税の方。（低所
得Ⅰ以外）

低
所
得
Ⅱ

　同一世帯の全員が住民税非課税の方。（低
所得Ⅰ以外）

低
所
得
Ⅱ

　同一世帯の全員が住民税非課税で、その
世帯の判定対象者の各所得が必要経費・控
除（年金の所得は控除額を８０万円とする）
を差し引いたときに０円になる世帯の方。

低
所
得
Ⅰ

　同一世帯の全員が住民税非課税で、その
世帯の判定対象者の各所得が必要経費・控
除（年金の所得は控除額を６５万円とする）
を差し引いたときに０円になる世帯の方。

低
所
得
Ⅰ

＊　所得区分の判定は毎年行われ、前年の課税所得により８月から新しい所得区分が適用されます。
　また、低所得Ⅰ・Ⅱに該当する方は、入院の際に ｢限度額適用・標準負担額減額認定証」が必要となりますの
で、申請をしてください。

■自己負担割合
平成１８年９ 月３０日まで

２　 割一定以上所得者

１　 割一般、低所得Ⅰ・Ⅱ

　税制改正で公的年金等控除の見直し、老年者控除の廃止、老年者に関する住民税非課税措置の廃止などが行
われたことにより、８月から老人保健医療受給者証、国民健康保険（７０歳以上）の高齢受給者証で医療を受け
ている方の、所得区分の判定基準が変わりました。　
　変更に伴い、所得区分が上がる方のために経過措置がとられます。

□問い合わせ先　保険課�（４８）１１１１（内２５７・２１４）
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高齢者の医療費

8月からの税制改正に 
伴う経過措置 

自己負担限度額（月額）※　この限度額は平成１８年９月３０日まで適用されます。

外来＋入院（世帯単位）外来（個人単位）所　得　区　分

４０，２００円１２，０００円一　　　　　般

７２，３００円
医療費が３６１，５００円を超えた場合は、
超えた分の１％を加算
（過去１２カ月間に世帯単位の自己負担
限度額を超えた支給があった場合、４
回目以降は４０，２００円）

４０，２００円一定以上所得者

２４，６００円 ８，０００円低　所　得　Ⅱ

１５，０００円 ８，０００円低　所　得　Ⅰ

　老年者に関する住民税非課税措置の廃止に伴い、世帯は住民税課税世帯となるが、一部が住民税非課税にな
る場合、住民税非課税者については「自己負担限度額」および「入院時食事代の標準負担額」は「低所得Ⅱ」
を適用します。
＊　老齢福祉年金受給者は「低所得Ⅰ」を適用します。
○　対象となる人・・・住民税課税者が合計所得金額１２５万円以下の平成１７年１月１日現在６５歳以上の人だけ

の世帯の住民税非課税者

老年者に関する住民税非課税措置の廃止に伴う経過措置

１４５万円以上　２１３万円未満課 税 所 得１

３８３万円以上　４８４万円未満一 人 世 帯
収入の合計金額２

５２０万円以上　６２１万円未満２人以上世帯

＊　２の場合は申請が必要です。

　公的年金控除の見直し及び老年者控除の廃止に伴って一定以上所得者になる方で、次のいずれかにあてはま
る方については「自己負担限度額」についてのみ ｢一般 ｣を適用します。

公的年金等控除の見直し・老年者控除の廃止に伴う経過措置



8

広報あぐい　２００６年８月１日号

□問い合わせ先　住民福祉課児童福祉係 
　fl（48）1111（内226） 

サラリーマン
（厚生年金等加入者）

自営業者
（国民年金加入者）

扶養親族等の数

５３２万円４６０万円０　人

５７０万円４９８万円１　人

６０８万円５３６万円２　人

６４６万円５７４万円３　人

６８４万円６１２万円４　人

７２２万円６５０万円５　人

注１）　所得税法に規定する老人控除対象配偶者また
は老人扶養親族がある者についての限度額（所
得額ベース）は左記の額にその老人控除対象配
偶者または老人扶養親族１人につき６万円を加
算した額。

注２）　扶養親族などの数が６人以上の場合の限度額
（所得額ベース）は、１人につき３８万円（扶養親
族などが老人控除対象配偶者または老人扶養親
族であるときは４４万円）を加算した額。

所得制限限度額　所得には一定の控除があります。また、所得制限限度額は年によって変更されることがあります。
具体的な所得制限限度額は次のとおりです。

　支給対象年齢が、これまでの小学校３年生（９歳到達後最初の年度末）まで
から小学校６年生（１２歳到達後最初の年度末）までに拡大され、併せて所得制
限が引き上げられました。

　新たに児童手当を受けられる児童の保護者の方は、役場住民福祉課の窓口（公
務員は勤務先）で認定請求の手続きが必要です。
　改正に伴う新規請求は、平成１８年９月３０日までに受け付けたものに限り、特
例的に４月１日（または支給要件に該当した日）にさかのぼって支給されます。

�

　これまで児童手当を受給していた保護者の方は、特別に手続きをする必要は
ありません。
　上記に該当しない保護者の方で、次の受給資格がある場合は認定請求の手続
きが必要になります。

�

　これまで児童手当を受給していない保護者の方は認定請求※１、児童手当を受
給していた保護者の方は額改定認定請求※２の手続きが必要となります。

　所得制限の引き上げ（下記参照）により、新たに児童手当を受給できる場合
がありますので、該当する保護者の方は認定請求の手続きが必要となります。

平成１８年度に小学校４年生の児童がいる保護者の方
（平成８年４月２日生まれ～平成９年４月１日生まれ）

平成１８年度に小学校５年生または６年生の児童がいる保護者の方
（平成６年４月２日生まれ～平成８年４月１日生まれ）

○児童手当制度の目的

　児童手当制度は、児童を養育
している方に手当を支給するこ
とにより家庭における生活の安
定に寄与するとともに、次代の
社会を担う児童の健全な育成と
資質の向上に役立つことを目的
にしています。

○児童手当制度のしくみ

１．支給対象
　児童手当は１２歳到達後の最初
の３月３１日までの間にある児童
（小学校修了前の児童）を養育
している方に支給されます。
　前年（１月から５月までの月
分の手当については前々年）の
所得が一定額以上の場合には、
児童手当は支給されません。
２．支給手続き
　児童手当は児童を養育する家
計の主たる生計維持者が申請し、
住所地の市町村長（公務員は勤
務先）の認定を受けることによ
り、申請した翌月分から支給さ
れることになります。
３．支給月額
　第１子 ５，０００円、第２子 
５，０００円、第３子以降 １０，０００円
４．支払時期
　児童手当は原則として毎年２
月、６月、１０月にそれぞれの前月
分までが支給されます。

※１＜認定請求＞
　○健康保険被保険者証などの写し（申請者が厚生年金など加入の場合）
　○児童手当用所得証明書（次の場合のみ必要となります）
　　・　平成１７年１月１日現在で阿久比町に住所がなかった場合
　　　　→平成１７年度（平成１６年分）の証明書
　　・　平成１８年１月１日現在で阿久比町に住所がなかった場合
　　　　→平成１８年度（平成１７年分）の証明書
　○申請者の預金通帳（郵便局除く）
　○印鑑
※２＜額改定認定請求＞
　○印鑑

認定請求の手続きが必要となります

平成１８年４月１日から拡充された内容
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【手続きに必要なもの】

　その年の１月
１日現在の住所
の市町村が発行
します。

�
�
�
�
�
�
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これまで所得制限により児童手当を受給していない保護者の方

阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿久久久久久久久久久久久久久久久久久久久久久久久久久久久久久久久久久久久久久久久久久久久久久久久久久久比比比比比比比比比比比比比比比比比比比比比比比比比比比比比比比比比比比比比比比比比比比比比比比比比比町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町土土土土土土土土土土土土土土土土土土土土土土土土土土土土土土土土土土土土土土土土土土土土土土土土土土地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行為為為為為為為為為為為為為為為為為為為為為為為為為為為為為為為為為為為為為為為為為為為為為為為為為為にににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににに関関関関関関関関関関関関関関関関関関関関関関関関関関関関関関関関関関関関関関関関関関関関関関関関関関すすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすするるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるる指指指指指指指指指指指指指指指指指指指指指指指指指指指指指指指指指指指指指指指指指指指指指指指指指指導導導導導導導導導導導導導導導導導導導導導導導導導導導導導導導導導導導導導導導導導導導導導導導導導導要要要要要要要要要要要要要要要要要要要要要要要要要要要要要要要要要要要要要要要要要要要要要要要要要要綱綱綱綱綱綱綱綱綱綱綱綱綱綱綱綱綱綱綱綱綱綱綱綱綱綱綱綱綱綱綱綱綱綱綱綱綱綱綱綱綱綱綱綱綱綱綱綱綱綱
阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿久久久久久久久久久久久久久久久久久久久久久久久久久久久久久久久久久久久久久久久久久久久久久久久久久久比比比比比比比比比比比比比比比比比比比比比比比比比比比比比比比比比比比比比比比比比比比比比比比比比比町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発等等等等等等等等等等等等等等等等等等等等等等等等等等等等等等等等等等等等等等等等等等等等等等等等等等にににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににに関関関関関関関関関関関関関関関関関関関関関関関関関関関関関関関関関関関関関関関関関関関関関関関関関関すすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすするるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるる指指指指指指指指指指指指指指指指指指指指指指指指指指指指指指指指指指指指指指指指指指指指指指指指指指導導導導導導導導導導導導導導導導導導導導導導導導導導導導導導導導導導導導導導導導導導導導導導導導導導要要要要要要要要要要要要要要要要要要要要要要要要要要要要要要要要要要要要要要要要要要要要要要要要要要綱綱綱綱綱綱綱綱綱綱綱綱綱綱綱綱綱綱綱綱綱綱綱綱綱綱綱綱綱綱綱綱綱綱綱綱綱綱綱綱綱綱綱綱綱綱綱綱綱綱をををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををを
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　土砂等の埋立て等による土壌の汚染や災害の発生を未然に防止し、町民生活の安全確保と生活環境を保全するこ
とを目的に「阿久比町土砂等の埋立て等による土壌の汚染及び災害の発生の防止に関する条例」（通称名：土壌汚
染防止条例）が平成１８年４月１日から施行されました。

１．土砂等の埋立て等を行うときは、許可の申請が必要になります。

　（１）許可を必要とする行為
　　　・面積が１，０００平方メートル以上の土地で、土砂等の埋立て等の事業（特定事業）を行うとき
　（２）埋立て等に使用する土砂等の制限
　　　・土壌汚染防止のため安全基準を設けて、安全基準に適合しない土砂等は使用できません。
　（３）崩落など災害の発生の防止
　　　・埋立て等の構造の基準を定めて、災害の発生の防止を図ります。

２．土地所有者や事業者の皆さんは、条例の趣旨を理解していただき、土砂等の埋立て等の事業の適正処理にご協
力ください。

　（１）土地所有者の責務
・埋立て等の事業計画を十分確認する必要があります。
・事業期間中、１カ月に１回以上、土壌汚染や崩落などの災害が発生していないかなど現地を確認しなけれ
ばなりません。

・土壌汚染や崩落等の災害が発生した場合な
ど、事業者に事業の中止を求め、必要な措
置を行うとともに、町などに通報しなけれ
ばなりません。

　（２）事業者の手続等
・埋立て等の事業を行うときは、この条例の
対象となり、特定事業に該当する場合は、
あらかじめ町長の許可が必要です。また、
事業の施工中は土壌検査や埋立て等の状況
などについて定期的に届出や報告などが必
要となります。

３．土壌汚染等が判明したときは、土壌汚染や土砂
の崩落などの防止のため、事業者、土地所有者に
対して条例の規定により、汚染された土砂等の撤
去や、災害の防止の措置を講じるように措置命令
が出されます。
※　施行日前からの継続事業については、９月末ま
で条例適用の猶予期間がありますが、１０月以降引
き続き特定事業を行う場合は、条例が適用され許
可等が必要となります。

□問い合わせ先
　環境衛生課　�（４８）１１１１（内３１７）
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　主な改正点は次のとおりです。適用は平成１８年４月
１日からです。

阿久比町土地開発行為に関する指導要綱
①　開発面積２,０００㎡以上を１,０００㎡以上としました。
②　分割して行う開発行為の期間を２年以内から３年
以内としました。

③　近隣住民等の定義を規定しました。
④　土壌汚染及び災害防止の項目を規定しました。
⑤　工事完了届の項目を規定しました。

阿久比町宅地開発等に関する指導要綱
①　開発面積２,０００㎡以上を１,０００㎡以上としました。
②　分割して行う事業の期間を２年以内から３年以内
としました。

③　環境衛生の項目を改正しました。
④　土壌汚染及び災害防止の項目を規定しました。
⑤　工事完了届の項目を規定しました。

□問い合わせ先　企画財政課�（４８）１１１１（内２０４）
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土壌汚染防止条例
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今
回
の
改
訂
で
は
、
初
版
に
寄
せ
ら
れ

た
意
見
を
参
考
に
見
直
し
を
行
い
、
写
真

や
イ
ラ
ス
ト
を
増
や
し
て
内
容
を
充
実
さ

せ
て
い
ま
す
。

�○
地
震
発
生
！
そ
の
時
、あ
な
た
は
？

　

日
ご
ろ
か
ら
地
震
に
備
え
る
必
要
性
を

考
え
て
も
ら
う
た
め
、
子
ど
も
た
ち
の
身

近
で
起
こ
り
う
る
地
震
被
害
の
様
子
を
写

真
で
紹
介
し
て
い
ま
す
。

○
日
本
は
世
界
有
数
の
地
震
国

　

地
震
や
津
波
の
発
生
の
し
く
み
な
ど
を

イ
ラ
ス
ト
で
分
か
り
や
す
く
解
説
し
て
い

ま
す
。

○
地
震
に
備
え
て

　

子
ど
も
た
ち
に
知
っ
て
も
ら
い
た
い
地

震
発
生
時
の
心
構
え
や
、
日
ご
ろ
か
ら
注

意
し
て
お
い
て
も
ら
い
た
い
点
な
ど
を
掲

載
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
は
地
震
調
査
研
究

推
進
本
部
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
「
地
震
に

関
す
る
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
」
の
コ
ー
ナ
ー
か

ら
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
で
入
手
で
き
ま
す
。

http://w
w
w
.jishin.go.jp/m

ain/pam
phlet/kodom

opanf/index.htm
l

�
�

　

夏
休
み
期
間
中
は
、
親
子
で
過
ご
す
時

間
が
多
く
あ
り
ま
す
。
家
族
で
話
し
合
い
、

い
ざ
と
い
う
時
に
ど
う
い
う
行
動
を
と
っ

た
ら
い
い
の
か
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

�
�
�
�
�
�
�
�
	

　

主
と
し
て
小
学
校
高
学
年
を
対
象
に
、

地
震
に
つ
い
て
の
正
し
い
知
識
を
持
ち
、

地
震
に
対
し
て
日
ご
ろ
か
ら
備
え
る
こ
と

の
大
切
さ
を
理
解
し
て
も
ら
う
こ
と
を
目

的
に
、
平
成
十
七
年
三
月
に
初
版
が
発
行

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

文
部
科
学
省
は
子
ど
も
向
け
の
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
「
地
震
を
知
ろ
う
」
の
改
訂
を
行

い
、
地
震
調
査
研
究
推
進
本
部
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
公
開
し
て
い
ま
す
。

４３ 
防災交通課 

（内２０８） 

ニュース 

ま
ち
づ
く
り 
安

全

で

住

み

よ

い

 

子
ど
も
向
け
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

「
地
震
を
知
ろ
う
」

�

�

�

�

�

�

　

広
報
あ
ぐ
い
七
月
十
五
日
号
の
八
ペ
ー

ジ
で
紹
介
し
た
川
の
名
前
に
誤
り
が
あ
り

ま
し
た
。
お
詫
び
し
て
訂
正
し
ま
す
。

　

誤　

十
ケ
月

　

正　

十
ケ
川

　

福
住
地
区
で
は
、
毎
月
第
二
金
曜
日
に

防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

七
月
十
四
日
、
青
色
回
転
灯
を
付
け
た

パ
ト
ロ
ー
ル
車
を
地
区
の
方
が
運
転
し
、

半
田
警
察
署
員
ら
と
と
も
に
約
六
十
人
で
、

地
区
を
パ
ト
ロ
ー
ル
し
ま
し
た
。

　
「
自
分
た
ち
の
地
区
を
毎
回
�
青
パ
ト
�

が
走
れ
ば
、
犯
罪
も
減
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

続
け
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
協
力
し
て
み

ん
な
で
地
区
を
守
っ
て
い
き
ま
す
」
と
参

加
者
は
話
し
て
い
ま
し
た
。

�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
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オアシススケッチ オアシススケッチ オアシススケッチ 

●今年もおもしろかったよ

　７月１５日、町立図書館で「おたのしみ会」が行われ
ました。
　図書館で活動する読書指導グループぶんぶんのメン
バーが毎年夏に企画し、今年も人形劇やパネルシア
ターなどを上演しました。
　会場には約２００人の親子が集まりました。額に汗しな
がら人形劇を上演するぶんぶんのメンバーの姿はとて
も真剣で、それを見る子どもたちもとても満足げな表
情でした。会場全員が楽しめる会となりました。

人形劇を楽しむ子どもたち

●交通ルールを守ってね

　７月１５日、夏の交通安全キャンペーン街頭啓発をオ
アシス大橋東信号交差点で行いました。
　交通安全協会半田支部阿久比分会など約７０人が参加
して車のドライバーなどに啓発看板を見せたりして、
交通安全を呼びかけました。
　宮津団地交通安全少年団や城山保育園の年長組の子
どもたちもキャンペーンに参加して、大変暑い中、啓
発グッズを配ったり、看板を持ったりして交通安全啓
発の手伝いをしました。

街頭啓発を行う城山保育園児

�������

●英比小新体育館起工式

　７月７日、英比小学校屋内運動場（体育館）の建て
替え工事の起工式が行われました。
　今回の建て替えは、従来の体育館の老朽化と耐震対
策によるものです。
　式には、町関係者など約５０人が参加して工事の安全
を祈願する神事などが行われました。
　新体育館は、鉄筋コンクリート造り平屋約１，２００平方
メートルで、完成予定は来年２月末の予定です。

工事の無事を祈る関係者

●願い事がかないますように

　７月７日「七夕の日」、町内の保育園や幼稚園で七夕
会が行われました。
　園庭には、園児たちの願い事の書かれた短冊や色紙
で作った飾り物が結び付けられたササが飾られていま
した。
　「お姫さまになりたい」、「忍者になりたい」など子ど
もらしいかわいい夢が書かれた短冊が多く見られまし
た。皆さん願い事がかなうといいですね。

ササに飾り付けをする英保育園児

あなたは写っていませんか。もし写っていれば、写真をおわけしますので連絡ください。　　企画財政課�（４８）１１１１（内３０３）
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なななななななななななななななななななななつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかしししししししししししししししししししししののののののののののののののののののののの阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿久久久久久久久久久久久久久久久久久久久久久比比比比比比比比比比比比比比比比比比比比比展展展展展展展展展展展展展展展展展展展展展ⅡⅡⅡⅡⅡⅡⅡⅡⅡⅡⅡⅡⅡⅡⅡⅡⅡⅡⅡⅡⅡ

　

稗
之
宮
村（
現
在
の
大
字
阿
久
比
地
区
）

絵
図
を
見
な
が
ら
ぶ
ら
り
旅
に
出
掛
け
た
。

　

先
日
、
東
京
都
渋
谷
区
郷
土
博
物
館
の

学
芸
員
が
最
勝
寺
（
卯
之
山
）
に
伝
わ
る
、

渋
谷
金
王
丸
が
馬
の
口
に
付
け
た
と
言
わ

れ
る 
轡 
を
調
べ
に
き
て
い
た
。
私
も
同
席

く
つ
わ

さ
せ
て
も
ら
い
轡
を
住
職
か
ら
見
せ
て
も

ら
っ
た
。

　

渋
谷
金
王
丸
は
平
治
二
年
（
九
〇
二
）

野
間
で
殺
害
さ
れ
た
源
義
朝
の
家
臣
で
、

主
君
の
義
朝
の
首
が
京
に
送
ら
れ
る
の
を

知
り
、
首
を
取
り
返
そ
う
と
京
に
向
か
う

が
、
馬
が
病
で
倒
れ
進
む
こ
と
が
で
き
な

く
な
る
。
轡
を
井
戸
で
洗
っ
て
、「
古
見
堂

地
蔵
」（
現
在
、
最
勝
寺
蔵
）
に
献
じ
る
と
、

馬
の
具
合
が
良
く
な
り
、
再
び
京
を
目
指

し
た
と
い
う
伝
説
が
残
る
。

　

稗
之
宮
村
絵
図
の
中
央
か
ら
南
の
部
分

「
轡
井
戸
」
の
表
記
が
あ
る
。
今
回
は
轡

洗
い
伝
説
の
地
を
最
終
目
標
に
進
む
こ
と

に
す
る
。

　

最
初
に
氏
神
と
記
さ
れ
た
場
所
を
訪
れ

る
。
現
在
の
阿
久
比
神
社
で
あ
る
。
こ
の

神
社
は
平
安
時
代
初
期
の
朝
廷
の
記
録
が

書
か
れ
た
『
延
喜
式
第
九
・
第
十
』
の
中

で
、
全
国
の
神
社
を
紹
介
す
る
神
名
帳
に

南
知
多
町
の
入
見
神
社
、
羽
豆
神
社
と
と

も
に
「
智
多
三
座
」
と
し
て
記
載
さ
れ
て

い
る
。

　

境
内
の
東
の
方
に
は
、
細
い
参
道
が
続

く
。
昨
日
の
夜
、
雨
が
た
く
さ
ん
降
っ
た

せ
い
か
、
木
の
葉
か
ら
�
ポ
ト
ン
、
ポ
ト

ン
�
と
水
滴
が
落
ち
、
顔
や
首
筋
に
当
た

る
。
蒸
し
暑
い
た
め
、
こ
の
一
滴
、
二
滴

の
し
ず
く
が
一
瞬
体
を
冷
や
し
気
持
ち
が

い
い
。

　

南
へ
向
か
っ
て
歩
く
。
草
取
り
を
す
る

女
性
に
出
会
う
。「
轡
井
戸
」
に
つ
い
て
何

か
知
ら
な
い
か
尋
ね
て
み
る
。「
ご
め
ん
ね
。

嫁
い
で
き
て
四
十
年
経
つ
け
ど
、
聞
い
た

こ
と
な
い
ね
」
と
女
性
が
ニ
コ
ニ
コ
し
な

が
ら
応
え
て
く
れ
た
。「
が
ん
ば
っ
て
探
し

て
ね
」
と
励
ま
さ
れ
る
。

　

見
上
げ
る
ほ
ど
高
い
場
所
に
東
光
寺
の

山
門
が
あ
る
。
と
て
も
急
な
石
段
を
上
っ

て
い
く
。
途
中
で
友
人
が
ぼ
そ
っ
と
「
と

こ
ろ
で
、
轡
っ
て
何
で
す
か
」
と
私
に
尋

ね
る
。「
え
っ
・
・
・
」、
絶
句
。（
先
ほ
ど

ま
で
普
通
に
会
話
し
、
う
な
ず
い
て
い
た

の
は
ど
う
い
う
こ
と
だ
。）

　

恥
ず
か
し
い
こ
と
に
私
も
知
ら
な
か
っ

た
の
で
先
日
、
学
芸
員
に
聞
い
た
話
を
説

明
し
た
。（
轡
と
は
口
輪
の
意
。
馬
の
口
に

く
わ
え
さ
せ
て
お
き
、
手
綱
を
つ
け
て
御

す
る
の
に
用
い
る
金
属
製
の
具
。
『
広
辞

苑
』
か
ら
。）

　

東
光
寺
境
内
に
は
今
年
初
め
て
聞
く
ク

マ
ゼ
ミ
の
鳴
き
声
が
響
き
渡
っ
て
い
た
。

　

轡
井
戸
探
し
の
ぶ
ら
り
旅
は
次
回
へ
つ

づ
く
。

東光寺山門

稗之宮村絵図（阿久比町誌資料編１村絵図解説書から）

阿久比神社東側の森
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知
多
半
島
で
焼
き
物
と
言
え
ば
何
を
思

い
浮
か
べ
ま
す
か
。
こ
の
地
方
で
は
常
滑

焼
が
全
国
的
に
も
有
名
で
す
ね
。

　

そ
の
昔
、
阿
久
比
で
も
焼
き
物
を
盛
ん

に
作
っ
て
い
た
こ
と
を
知
っ
て
い
ま
す
か
。

　

昔
か
ら
知
多
半
島
は
良
質
な
土
が
得
ら

れ
る
こ
と
や
丘
陵
地
が
多
か
っ
た
こ
と

（
窯
は
緩
や
か
な
斜
面
を
利
用
し
て
焼
か

れ
ま
し
た
。）
か
ら
中
世
（
平
安
時
代
〜
鎌

倉
時
代
）
に
は
、
窯
業
地
帯
と
し
て
全
国

的
に
有
名
で
し
た
。

　

大
型
の 
甕 
や 
壺 
は
製
品
と
し
て
、
遠
く

か
め 

つ
ぼ

は
青
森
や
鹿
児
島
ま
で
船
で
運
ば
れ
ま
し

た
。

　

阿
久
比
で
も
町
内
の
丘
陵
地
の
い
た
る

場
所
で
中
世
古
窯
を
確
認
し
、
調
査
を
し

て
き
ま
し
た
。
出
土
品
に
は
山
茶
碗
、
山

皿
を
は
じ
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
押
印
模
様
の

あ
る
甕
や
壺
な
ど
が
発
掘
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

中
世
の
阿
久
比
の
人
々
は
農
業
以
外
に

も
窯
業
を
生
業
に
し
て
生
活
し
て
い
た
こ

と
が
分
か
り
ま
す
。

日時　６月２０日（火）～１０月１０日（火）
場所　町立板山公民館

　６月から１６回のコースで教室を開催しています。
　準備運動からタンゴ・ルンバなどの基本ステップ、
その後ワルツなども加え徐々にステップアップしてい
きます。
　初心者も少し経験のある方も楽しく踊っています。
最後は発表会で踊れるようにがんばります。

日時　８月２日（水）～８月１６日（水）
場所　中央公民館本館ロビー

　明治時代から昭和４０年代ごろの町の様子を写した写
真展を開催します。
　１００年前の卒業写真やなつかしい小中学校の校舎、伝
統行事や現在との比較写真などを展示します。
　当時の様子を写真で懐かしんでみませんか。

なななななななななななななななななななななつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかしししししししししししししししししししししののののののののののののののののののののの阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿久久久久久久久久久久久久久久久久久久久久久比比比比比比比比比比比比比比比比比比比比比展展展展展展展展展展展展展展展展展展展展展ⅡⅡⅡⅡⅡⅡⅡⅡⅡⅡⅡⅡⅡⅡⅡⅡⅡⅡⅡⅡⅡ社社社社社社社社社社社社社社社社社社社社社 交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交 ダダダダダダダダダダダダダダダダダダダダダ ンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンン ススススススススススススススススススススス 教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教 室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室

昭和４６年ごろの桜坂（阿久比中学校東）

あぐいの村絵図展示
「椋原村」「角岡村」「福住村」編

☆中央公民館本館１階ロビーで開催
☆８月２日（水）～８月１６日（水）
□問い合わせ先　社会教育課　�（４８）１１１１（内２６２）

����������������	
�������

��������	�
�����������

�����������������	�
����
�����������	� �
���

���
���

���������
��������
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今
回
は
転
籍
届
で
す
。

�
　

本
籍
を
移
動
す
る
こ
と
を
転
籍
と
言
い

ま
す
。
住
所
を
変
更
し
て
も
、
本
籍
に
は

変
更
が
あ
り
ま
せ
ん
。
本
籍
を
移
動
す
る

に
は
、「
転
籍
届
」
を
出
し
て
い
た
だ
く
必

要
が
あ
り
ま
す
。
戸
籍
に
名
前
の
あ
る
方

が
転
籍
の
対
象
に
な
り
、
他
市
町
村
に
住

所
が
あ
る
方
も
含
ま
れ
ま
す
。

�
　

戸
籍
の
筆
頭
者
と
配
偶
者
が
い
る
方
は
、

配
偶
者
双
方
が
届
け
出
人
と
な
り
ま
す
。

署
名
、
押
印
が
そ
れ
ぞ
れ
必
要
で
す
。

　

夫
婦
の
一
方
が
死
亡
な
ど
に
よ
り
除
籍

さ
れ
て
い
る
場
合
は
、
そ
の
旨
を
届
書
に

明
記
し
、
他
の
一
方
が
夫
婦
双
方
の
名
義

で
届
け
出
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

転
籍
届
は
、
届
け
出
人
の
本
籍
地
、
所

在
地
、
ま
た
は
転
籍
地
（
新
本
籍
地
）
に

届
け
出
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
他
の
市
町

村
か
ら
転
籍
す
る
場
合
は
、
戸
籍
謄
本
が

一
通
必
要
に
な
り
ま
す
。
届
出
人
双
方
の

印
鑑
も
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

�
　

旧
本
籍
地
に
今
ま
で
あ
っ
た
戸
籍
に
つ

本
籍
を
移
動
す
る
に
は

本
籍
を
移
動
す
る
に
は

転
籍
届
を
提
出
す
る
に
は

転
籍
届
を
提
出
す
る
に
は

今
ま
で
あ
っ
た
戸
籍
は

今
ま
で
あ
っ
た
戸
籍
は

い
て
は
、
本
籍
地
で
除
籍
と
し
て
八
十
年

間
保
存
さ
れ
ま
す
。
そ
の
除
籍
に
は
本
籍

を
移
し
た
記
録
が
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

�
　

戸
籍
関
係
の
証
明
は
本
籍
地
で
し
か
発

行
で
き
ま
せ
ん
。

　

住
所
地
に
本
籍
を
変
更
す
る
と
戸
籍
関

係
の
証
明
も
、
住
所
地
の
窓
口
で
発
行
で

き
る
と
い
う
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。
例

え
ば
パ
ス
ポ
ー
ト
、
年
金
の
申
請
、
戸
籍

届
の
添
付
書
類
に
は
戸
籍
関
係
の
証
明
が

必
要
に
な
る
の
で
便
利
で
す
。

　

相
続
関
係
の
手
続
き
な
ど
で
は
、
本
籍

を
置
い
た
こ
と
の
あ
る
市
町
村
に
除
籍
謄

本
を
請
求
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
場
合
も

あ
り
ま
す
。
そ
の
際
に
手
間
が
か
か
る
と

い
う
デ
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。

�
　

転
籍
届
を
提
出
し
た
日
に
本
籍
は
移
動

し
ま
す
が
、
実
際
に
戸
籍
が
出
来
上
が
っ

て
戸
籍
謄
（
抄
）
本
が
発
行
で
き
る
よ
う

に
な
る
に
は
、
事
務
手
続
き
な
ど
で
一
週

間
程
度
か
か
り
ま
す
。
あ
ら
か
じ
め
了
承

く
だ
さ
い
。

□
問
い
合
わ
せ
先　

住
民
福
祉
課

　

戸
籍
住
民
係　

�（
４
８
）１
１
１
１

　
（
内
２
２
５
・
２
２
４
）

届
出
の
注
意
事
項

届
出
の
注
意
事
項

戸
籍
謄

戸
籍
謄（
抄
）

（
抄
）本
は
す
ぐ
に
は
発
行

本
は
す
ぐ
に
は
発
行

で
き
ま
せ
ん
。

で
き
ま
せ
ん
。

第
八
回
　
戸
籍
の
届
け
出
③ 

□
日　

時　

八
月
十
六
日（
水
）

　
　
　
　
　

午
後
七
時
〜
午
後
九
時

　

※　

雨
天
の
場
合
は
十
七
日
に
順
延

□
会　

場　

阿
久
比
町
役
場
駐
車
場

□
内　

容

盆
踊
り
大
会
、ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン（
和

太
鼓 
歩
童
）、
無
料
模
擬
店
（
金
魚

す
く
い
・
ヨ
ー
ヨ
ー
釣
り
）、
菓
子

（
子
ど
も
の
み
）・
う
ち
わ
・
ジ
ュ
ー

ス
の
配
布

□
問
い
合
わ
せ
先

　

社
会
教
育
課
公
民
館
係

　

�（
４
８
）１
１
１
１
（
内
２
６
０
）

阿
久
比
町
商
工
会
青
年
部
で
は
、

　

阿
久
比
町
商
工
会
青
年
部
で
は
、

八
月
十
六
日
に
開
催
さ
れ
る
「
あ
ぐ

八
月
十
六
日
に
開
催
さ
れ
る
「
あ
ぐ

い
ふ
れ
あ
い
盆
踊
り
の
夕
べ
」
に
あ

い
ふ
れ
あ
い
盆
踊
り
の
夕
べ
」
に
あ

わ
せ
て
、
無
料
映
画
会
を
次
の
と
お

わ
せ
て
、
無
料
映
画
会
を
次
の
と
お

り
開
催
し
ま
す
。
家
族
で
ご
覧
く
だ

り
開
催
し
ま
す
。
家
族
で
ご
覧
く
だ

さ
い
。

さ
い
。

□
期　

日

八
月
十
六
日

　

八
月
十
六
日（
水
）

（
水
）（
雨
（
雨

天
の
場
合
で
も
行
い
ま
す
）

天
の
場
合
で
も
行
い
ま
す
）

□
時　

間

午
後
五
時
〜
午
後
六
時
二
十
分

　

午
後
五
時
〜
午
後
六
時
二
十
分

□
場　

所

中
央
公
民
館
本
館
３
０

　

中
央
公
民
館
本
館
３
０

１
号
室

１
号
室

□
そ
の
他

申
し
込
み
は
不
要
で
す

　

申
し
込
み
は
不
要
で
す

が
、
先
着
順
に
百
人
と
し
ま
す
。

が
、
先
着
順
に
百
人
と
し
ま
す
。

□
問
い
合
わ
せ
先

阿
久
比
町
商
工
会
青
年
部

　

阿
久
比
町
商
工
会
青
年
部

　

��（
４
８
）

（
４
８
）１
１
１
１（
内
２
５
５
）

１
１
１
１（
内
２
５
５
）

�
�
�
�
�
�
�
�
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□
問
い
合
わ
せ
先

　

環
境
衛
生
課
保
健
係

　

�（
４
８
）１
１
１
１

　
（
内
３
１
１
・
３
１
２
）

　

町
で
は
、
今
年
度
か
ら
歯
周
疾
患
検
診

を
町
内
の
半
田
歯
科
医
師
会
に
加
入
し
て

い
る
歯
科
医
院
で
実
施
し
ま
す
。

　

口
の
中
の
健
康
を
守
る
こ
と
は
、
全
身

の
健
康
を
守
る
こ
と
に
つ
な
が
る
こ
と
が

分
か
っ
て
き
ま
し
た
。
い
つ
ま
で
も
自
分

の
歯
で
お
い
し
く
食
事
を
す
る
た
め
に
は
、

歯
肉
炎
・
歯
周
炎
な
ど
の
歯
周
病
の
早
期

発
見
・
早
期
治
療
が
大
切
で
す
。

　

こ
の
機
会
に
歯
科
健
康
診
査
を
受
け
て

く
だ
さ
い
。

□
対
象
者

　

今
年
度
（
平
成
十
八
年
四
月
一
日
〜
平

成
十
九
年
三
月
三
十
一
日
）
で
四
十
歳
、

五
十
歳
、
六
十
歳
、
七
十
歳
に
な
る
方

（
対
象
者
へ
は
通
知
し
ま
す
）

□
受
診
期
間

　

九
月
一
日（
金
）〜
十
月
三
十
一
日（
火
）

□
内　

容

　

歯
・ 
顎 
関
節
・
歯
周
病
な
ど
の
検
査
ブ

が
く

ラ
ッ
シ
ン
グ
指
導
な
ど

□
費　

用

　

無　

料
（
治
療
に
か
か
る
費
用
に
つ
い

て
は
本
人
負
担
と
な
り
ま
す
）

□
持
ち
物

　

歯
科
健
康
診
査
通
知
書
（
対
象
者
へ
通

知
し
ま
す
）・
健
康
保
険
証

《
受
診
で
き
る
歯
科
医
院
》

　

＊
予
約
を
し
て
受
診
く
だ
さ
い

電　　　話住              所歯 科 医 院 名

４８�０２６２阿久比町大字福住字平野２１�１稲葉歯科医院

４８�４１３９阿久比町大字福住字高根台１１�７中村歯科医院

４８�４６０１阿久比町大字板山字東台２１�２ひがし台歯科医院

４８�８００８阿久比町大字宮津字名師１５�１石橋歯科医院 

４８�３９３９阿久比町大字草木字花吹２１竹内歯科医院

４８�６０６０阿久比町大字卯坂字小谷１０３関歯科医院

４８�７２３４阿久比町大字卯坂字古見堂６６�１若子歯科

４８�３５６５阿久比町大字阿久比字宮後３２やなぎその歯科

４８�９６０８阿久比町大字椋岡字唐松３�３クローバーこども歯科

今
ま
で
あ
っ
た
戸
籍
は

八
月
十
六
日（
水
）（
雨

天
の
場
合
で
も
行
い
ま
す
）

阿
久
比
町
商
工
会
青
年
部

�（
４
８
）１
１
１
１（
内
２
５
５
）

□
対　

象

　

六
十
五
歳
以
上
の
男
性
で
、
全
日
程
出

席
で
き
る
方

□
定　

員

　

二
十
人
（
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り

ま
す
。）

□
費　

用　

四
千
六
百
円

（
あ
い
ち
健
康
プ
ラ
ザ
受
講
料
七
千
二

百
円
の
う
ち
、
自
己
負
担
三
千
六
百

円
と
バ
ラ
ン
ス
弁
当
代
千
円
）

※　

あ
い
ち
健
康
プ
ラ
ザ
へ
は
、
保
健
セ

ン
タ
ー
か
ら
送
迎
バ
ス
が
出
ま
す
。

　

バ
ス
を
利
用
さ
れ
る
方
は
申
し
込
み

の
際
に
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

□
申
込
期
限　

九
月
八
日（
金
）

□
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

環
境
衛
生
課　

�（
４
８
）１
１
１
１

　
（
内
３
１
１
・
３
１
２
）

　楽しく体を動かして、体力アップを目指しま
せんか。

場　所内　容日　時

保健センター

楽しく体を動かそう・姿勢をよ
くしよう
サンフェローズ
健康体操指導　伊藤敦子先生

９月２６日（火）
９：３０～１１：３０

※
あいち健康プ
ラザ

１日ウェルネス教室を体験
・健康度評価・ストレッチ
・筋力トレーニング

９月２８日（木）
９：００～１６：００

保健センター

筋力・バランス力が高まるよう
意識しながら体を動かそう①
サンフェローズ
健康体操指導　伊藤敦子先生

１０月４日（水）
１０：００～１１：３０

保健センター
外（保健センター周辺）を歩こう
サンフェローズ
健康体操指導　伊藤敦子先生

１０月１１日（水）
１０：００～１１：３０

保健センター
調理実習「楽々・簡単手料理」
町栄養士　鳥井麻里

１０月１９日（木）
１０：００～１２：００

保健センター

筋力・バランス力が高まるよう
意識しながら体を動かそう②
サンフェローズ
健康体操指導　伊藤敦子先生

１０月２３日（月）
９：３０～１１：３０
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知
多
地
方
視
聴
覚

知
多
地
方
視
聴
覚
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
協
議
会

協
議
会 

社
会
教
育
用

社
会
教
育
用
フ
ィ
ル
ム
セ
ン
タ
ー（
仮
称
仮
称
）の 

名
称
名
称
を
募
集
募
集 

知
多
地
方
視
聴
覚
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
協
議
会 

社
会
教
育
用
フ
ィ
ル
ム
セ
ン
タ
ー（
仮
称
）の 

名
称
を
募
集 

Information

お知らせ  
InformationInformation

愛知県警察が 
　　不審者情報をメール配信 

東海メニュー 
↓ 

行政/便利サービス 
↓ 

モバイル愛知県警 
↓ 

事件事故情報 

東海メニュー 
↓ 

行政/便利サービス 
↓ 

モバイル愛知県警 
↓ 

事件事故情報 

東海メニュー 
↓ 
行政 
↓ 

モバイル愛知県警 
↓ 

事件事故情報 

東海メニュー 
↓ 
行政 
↓ 

モバイル愛知県警 
↓ 

事件事故情報 

地域情報 
↓ 

タウンガイド・交通交通・行政行政 
↓ 

モバイル愛知県警 
↓ 

事件事故情報 

地域情報 
↓ 

タウンガイド・交通・行政 
↓ 

モバイル愛知県警 
↓ 

事件事故情報 

【 申 し 込 み 方 法 】 

m.patnet@cep.jp
※メール受信制限をされている方は、受信設定を変更してください 

http://www.pref.aichi.jp/police/mobile/ 
http://www.pref.aichi.jp/police/ 

□問い合わせ先　愛知県警察本部 総務部 広報課　fl０５２（９５１）１６１１（内２１７３・２１７５） 

○ 阿久比町で起こった事件・不審者などの情報をメールで届けます。 
○ 「安全」「安心」に役立つ情報を定期的に届けます。 
○ 警察署管轄別に県内全ての地域の情報を届けます。 

愛知県警察が 
　　不審者情報をメール配信 

モバイル愛知県警 
ＱＲコード 

愛知県警察が 
　　不審者情報をメール配信 

《モバイル愛知県警アクセス手順》 

����� ������	
��� ����� �����	���	 ���� ���������

　

知
多
地
方
視
聴
覚
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
は
知

多
五
市
五
町
が
共
同
出
資
に
よ
り
運
営
し
、

社
会
教
育
用　

ミ
リ
フ
ィ
ル
ム
や
ビ
デ
オ

１６

を
保
管
し
貸
し
出
し
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

皆
さ
ん
に
身
近
な
施
設
と
し
て
活
用
し

て
も
ら
う
た
め
親
し
み
や
す
い
名
称
を
募

集
し
ま
す
。

□
募
集
期
間

　

八
月
一
日（
火
）〜
八
月
三
十
一
日（
木
）

□
募
集
条
件

　

親
し
み
や
す
く
、
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
業
務

を
イ
メ
ー
ジ
で
き
る
名
称
。

　

応
募
点
数
は
一
人
三
点
ま
で
。

□
応
募
資
格

　

知
多
五
市
五
町
在
住
在
勤
在
学
の
方

□
応
募
方
法　

名
称
、
住
所
、
氏
名
、
電

話
番
号
を
記
入
し
て
、
社
会
教
育
用
フ
ィ

ル
ム
セ
ン
タ
ー
（
仮
称
）
へ
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

□
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

�
・
Ｆ
Ａ
Ｘ

　

０
５
６
２（
３
３
）９
９
６
６

　

東
海
市
養
父
町
北
反
田　
４１

　

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

　

chitaavl@
m
a.m
edias.ne.jp

※　

採
用
作
品
の
応
募
者
に
は
図
書
券
五

千
円
分
贈
呈
し
ま
す
。
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Information

□
勤
務
場
所　

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

□
勤
務
内
容

　

各
小
中
学
校
給
食
調
理
業
務
な
ど

□
募
集
人
員　

二
人

□
勤
務
期
間　

十
月
一
日
〜

□
勤
務
時
間　

学
校
休
業
日
以
外　

午
前

八
時
半
〜
午
後
四
時
（
一
日
六
・
五
時
間

程
度
）

□
賃　

金　

八
百
二
十
円
（
時
間
給
）

□
応
募
資
格

　

阿
久
比
町
在
住
で
、年
齢
四
十
五
歳（
平

成
十
八
年
十
月
一
日
現
在
）
ま
で
の
健
康

な
方

□
試　

験　

面
接
試
験
（
後
日
連
絡
）

□
提
出
書
類

　

履
歴
書
（
市
販
の
も
の
・
写
真
添
付
）

　

健
康
診
断
書
（
後
日
提
出
可
）

□
申
込
期
限　

八
月
三
十
一
日（
木
）

□
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

　

�（
４
８
）５
１
１
１

�
　

知
多
教
育
事
務
所
で
一
年
を
通
し
て
、

知
多
管
内
の
小
中
学
校
の
産
休
・
育
休
・

療
休
補
充
な
ど
の
講
師
の
登
録
を
希
望
す

る
方
は
、
次
の
要
領
で
申
し
込
ん
で
く
だ

さ
い
。

□
資　

格

　

小
学
校
ま
た
は
中
学
校
の
教
員
免
許
状

を
持
っ
て
い
る
方
お
よ
び
取
得
見
込
み
の

�
�
�
�
�
�
�
�
	
�
�


�
�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

	




方□
勤
務
内
容

　

常
勤
講
師
あ
る
い
は
非
常
勤
講
師
と
し

て
、
児
童
・
生
徒
の
指
導

□
勤
務
条
件

・
勤
務
地

　

知
多
地
方
の
五
市
五
町
の
小
中
学
校

・
常
勤
講
師

一
日
八
時
間
勤
務
、
賃
金
は
経
験
に
応

じ
て
支
給

・
非
常
勤
講
師

週
十
〜
二
十
時
間
程
度
の
勤
務
、
賃
金

は
時
給
二
千
九
百
三
十
円

・
勤
務
時
間
数
に
よ
り
社
会
保
険
、
雇
用

保
険
に
加
入

□
登
録
方
法

　

三
㌢ 
×
四
㌢ 
の
顔
写
真
を
持
参
し
、
登

録
票
に
記
入
す
る
。

□
登
録
場
所
・
問
い
合
わ
せ
先

・
知
多
教
育
事
務
所

　

半
田
市
出
口
町
１
‐　
３６

　

�（
２
１
）８
１
１
１
（
内
２
７
４
）

�□
講
習
日

　

九
月
二
十
八
日（
木
）〜

　

十
月
二
十
六
日（
木
）

□
講
習
会
場

・
ウ
ィ
ル
あ
い
ち
（
名
古
屋
市
）

・
ゆ
め
た
ろ
う
プ
ラ
ザ（
武
豊
町
民
会
館
）

ほ
か

□
対　

象

　

免
状
交
付
者
で
現
に
危
険
物
製
造
所
な

ど
で
取
扱
作
業
に
従
事
し
て
い
る
方
。（
保

�
��

�
�
�
�
�
	


�
�

�

��

�

�

�

�

�

�

�

安
監
督
者
も
含
む
）

□
講
習
種
別

・
給
油
取
扱
所

・
特
定
事
業
所

・
一
般

□
申
し
込
み

　

九
月
一
日（
金
）か
ら
九
月
八
日（
金
）ま

で
に
愛
知
県
危
険
物
安
全
協
会
連
合
会
へ

郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

□
受
講
料　

四
千
七
百
円

□
問
い
合
わ
せ
先

　

愛
知
県
危
険
物
安
全
協
会
連
合
会

　

�
０
５
２（
９
６
１
）６
６
２
３

　

知
多
中
部
広
域
事
務
組
合
消
防
本
部

　

防
災
課　

�（
２
１
）１
４
９
１

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

http://w
w
w
.cac

‐ net.ne.jp/̃chitachu/

�□
勤
務
場
所　

統
計
調
査
の
種
類
に
よ
り

調
査
場
所
が
異
な
り
ま
す
。
知
多
半
島
全

域
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

□
勤
務
内
容

　

農
家
な
ど
を
訪
問
し
て
調
査
を
行
っ
た

り
、　

田
や
畑
で
職
員
が
行
う
実
測
調
査

の
補
助

□
募
集
人
員　

若
干
名

□
勤
務
時
間　

決
ま
っ
た
時
間
で
は
な
く
、

一
定
の
期
間
内
で
調
査
し
ま
す
。

□
賃　

金　

統
計
調
査
の
種
類
や
担
当
す

る
調
査
対
象
数
に
よ
り
異
な
り
ま
す
。

□
応
募
資
格

　

資
格
、
年
齢
、
性
別
は
問
い
ま
せ
ん
。

□
応
募
期
間　

随
時
募
集

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

□
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

農
林
水
産
省
東
海
農
政
局
半
田
統
計
・

情
報
セ
ン
タ
ー　

�（
２
１
）１
０
９
２

�
　

愛
知
県
で
は
水
資
源
に
関
心
を
も
っ
て

も
ら
う
た
め
に
、
独
立
行
政
法
人
水
資
源

機
構
と
共
催
で
、
徳
山
ダ
ム
見
学
会
を
実

施
し
ま
す
。

□
対
象
者　

県
内
の
小
学
校
四
年
〜
六
年

生
の
児
童
と
そ
の
保
護
者

□
募
集
人
員

　

二
十
組
計
四
十
人
（
応
募
多
数
の
場
合

は
抽
選
）

□
開
催
日　

八
月
二
十
日

□
集
合
場
所　

愛
知
県
庁

□
集
合
時
間　

午
前
九
時
十
分

□
行
き
先

　

徳
山
ダ
ム
（
岐
阜
県
揖
斐
川
町
）
ほ
か

□
参
加
費　

無
料

□
応
募
方
法

　

は
が
き
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
電
子
メ
ー
ル
で
児

童
と
保
護
者
の
住
所
、
氏
名
、
生
年
月
日
、

連
絡
先
を
記
入
し
て
応
募
し
て
く
だ
さ
い
。

□
応
募
期
限　

八
月
十
一
日（
金
）必
着

□
問
い
合
わ
せ
先

　

愛
知
県
地
域
振
興
部
土
地
水
資
源
課

　

�
０
５
２（
９
５
４
）６
１
１
７

　

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
５
２（
９
６
１
）３
２
９
３

　

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

tochim
izu@

pref.aichi.lg.jp

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

http://w
w
w
.pref.aichi.jp/tochim

i
zu/

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�


�
�
�
�
�
�
�
�
	


�

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�
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看
護
職
の
方
が
、
育
児
休
業
後
職
場
に

復
帰
す
る
に
あ
た
り
、
最
近
の
医
療
・
看

護
の
動
向
や
看
護
の
知
識
・
技
術
に
対
す

る
不
安
や
仕
事
と
子
育
て
の
両
立
に
対
す

る
不
安
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　

不
安
を
解
消
し
、
安
心
し
て
仕
事
が
続

け
ら
れ
る
よ
う
に
、
育
児
休
業
看
護
職
員

復
帰
研
修
を
実
施
し
ま
す
。

□
日　

程

第
一
回　

九
月
七
日（
木
）と
八
日（
金
）

の
二
日
間

第
二
回　

平
成
十
九
年
三
月
八
日（
木
）

と
九
日（
金
）の
二
日
間

□
時　

間

　

午
前
九
時
半
〜
午
後
四
時
半

□
開
催
場
所

　

愛
知
県
看
護
研
修
セ
ン
タ
ー

　

名
古
屋
市
昭
和
区
滝
川
町　

番
地
（
総

３６

合
看
護
専
門
学
校
内
）

□
定　

員　

各
回
二
十
人
程
度

□
内　

容

・
医
療
、
看
護
の
動
向
（
医
療
に
関
す
る

動
き
、
看
護
に
関
す
る
動
き
）

・
医
療
安
全
対
策
（
医
療
事
故
の
防
止
、

看
護
業
務
と
責
任
）

・
科
学
的
根
拠
に
基
づ
い
た
看
護
技
術（
新

　

し
い
移
動
の
技
術
、
ス
キ
ン
ケ
ア
、
感

染
予
防
）

・
子
育
て
支
援
（
子
育
て
支
援
に
関
す
る

動
き
、
保
育
関
連
情
報
）

□
対
象
者

　

医
療
機
関
の
看
護
職
員
で
育
児
休
業
中

の
方

□
費　

用　

二
千
円

□
申
込
期
限

第
一
回　

八
月
十
七
日（
木
）

第
二
回　

平
成
十
九
年
二
月
十
五
日

（
木
）

□
問
い
合
わ
せ
先

　

愛
知
県
看
護
研
修
セ
ン
タ
ー　

　

�
０
５
２（
８
３
２
）８
６
０
７

�
　

知
多
中
部
地
域
行
政
情
報
サ
ー
ビ
ス
と

し
て
半
田
市
、
阿
久
比
町
、
武
豊
町
の
行

政
情
報
を
電
話
、Ｆ
Ａ
Ｘ
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
で
提
供
し
て
き
ま
し
た
が
、
こ
の
サ
ー

ビ
ス
は
九
月
三
十
日
で
終
了
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

　

今
後
の
情
報
提
供
は
、
阿
久
比
町
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
移
行
し
ま
す
。
引
き
続

き
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

http://w
w
w
.tow
n.agui.lg.jp/

□
問
い
合
わ
せ
先

　

企
画
財
政
課

　

�（
４
８
）１
１
１
１
（
内
３
０
３
）

�
　

身
体
に
障
害
（
肢
体
不
自
由
）
が
あ
る

方
で
、
パ
ソ
コ
ン
に
興
味
が
あ
る
方
を
対

象
と
し
た
初
歩
的
な
技
術
修
得
の
た
め
の

講
座
を
開
催
し
ま
す
。

□
内　

容

　

①
パ
ソ
コ
ン
の
基
本
操
作

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

�

�

��

�

�

�

�

�
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Information

お知らせ  
InformationInformation

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

�

　

②
名
刺
作
り

　

③
デ
ジ
カ
メ
の
活
用
方
法

　

④
お
絵
描
き
ソ
フ
ト
の
活
用
方
法

　

⑤
そ
の
他

※　

以
上
の
中
か
ら
、
集
ま
っ
た
方
の
要

望
に
沿
っ
て
内
容
を
決
め
ま
す
。

□
日
時
・
場
所

　

九
月
十
三
日（
水
）

　

午
後
二
時
〜
午
後
四
時

　

半
田
市
雁
宿
ホ
ー
ル　

第
二
会
議
室

　

�（
２
３
）７
３
３
１

　

九
月
十
四
日（
木
）

　

午
後
二
時
〜
午
後
四
時

　

半
田
市
雁
宿
ホ
ー
ル　

第
二
会
議
室

　

�（
２
３
）７
３
３
１

□
予
約
制

　

九
月
八
日
ま
で
に
、
電
話
で
予
約
し
て

く
だ
さ
い
。
先
着
八
人
。

□
受
講
料　

無
料

　
（
材
料
費
な
ど
の
実
費
は
必
要
で
す
）

□
主　

催

　

知
多
地
域
障
害
者
生
活
支
援
事
業

　

ひ
と
い
き

□
後　

援　

知
多
五
市
五
町

□
問
い
合
わ
せ
先

　

ひ
と
い
き

　

�
０
５
６
２（
３
４
）６
２
６
４

　

阿
久
比
米
を
使
っ
て
、
米
パ
ン
を
作
っ

て
み
ま
せ
ん
か
。
次
の
と
お
り
講
習
会
を

行
い
ま
す
。

□
主　

催

　

阿
久
比
町
水
田
農
業
推
進
協
議
会

□
日　

時

　

①　

八
月
三
十
一
日（
木
）

　
　

午
前
九
時
半
〜
午
後
二
時　
　
　
　

　

②　

九
月
一
日（
金
）

　
　

午
前
九
時
半
〜
午
後
二
時　
　
　
　

□
場　

所　

中
央
公
民
館
本
館
２
０
４
号

　

室
（
調
理
実
習
室
）

□
用
意
す
る
も
の　

エ
プ
ロ
ン

□
費　

用　

三
百
円
程
度（
材
料
費
な
ど
）

□
講　

師

　

愛
知
県
農
村
生
活
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

　

あ
ぐ
い
く
ら
し
の
会
会
員

□
定　

員　

各
二
十
人

□
募
集
期
間

　

八
月
七
日（
月
）午
前
九
時
か
ら
受
け
付

け
を
行
い
ま
す
。（
定
員
に
な
り
次
第
締

め
切
り
ま
す
。）

□
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

産
業
課　

�（
４
８
）１
１
１
１

　
（
内
２
２
７
・
２
３
５
）

米
パ
ン
作
り
講
習
会
を

開
催
し
ま
す
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春
芽
吹
い
た
庭
木
は
、
大
き
く
成
長
し

て
道
路
や
側
溝
に
は
み
出
し
た
個
所
が
あ

り
ま
す
。

　

自
動
車
を
運
転
す
る
と
き
に
視
界
が
遮

ら
れ
、
交
通
事
故
の
原
因
に
な
る
恐
れ
も

あ
り
ま
す
。
所
有
地
や
管
理
地
の
庭
木
を

点
検
し
、
道
路
側
に
は
み
出
た
部
分
は
せ

ん
定
し
て
く
だ
さ
い
。

□
問
い
合
わ
せ
先　

建
設
課

　

�（
４
８
）１
１
１
１
（
内
２
１
０
）

�□
講　

師

　

日
本
福
祉
大
学
教
授

　

社
会
福
祉
学
部
長　

後
藤
澄
江

□
演　

題　
「
思
春
期
の
子
ど
も
と
家
族
」

□
主　

催　

日
本
福
祉
大
学
付
属
高
等
学

校
後
援
会
ほ
か

□
日　

時　

九
月
二
日（
土
）

　
　
　
　
　

午
前
十
時
半
〜
正
午

□
場　

所　

日
本
福
祉
大
学
研
究
本
館

　

五
階
大
会
議
室
（
美
浜
町
奥
田
）

□
入
場
料　

無
料

□
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

日
本
福
祉
大
学
付
属
高
等
学
校

　

�（
８
７
）２
３
１
１

�
　

ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
は
、
ハ
イ
キ
ン
グ
や

キ
ャ
ン
プ
な
ど
の
活
動
を
通
じ
て
健
全
な

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

青
少
年
を
育
成
す
る
社
会
教
育
活
動
で
、

男
女
を
問
わ
ず
参
加
で
き
ま
す
。

　

ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
阿
久
比
第
一
団
で
は

次
の
と
お
り
新
入
団
員
を
募
集
し
ま
す
。

九
月
か
ら
八
月
ま
で
が
一
年
間
の
活
動
年

度
と
な
り
ま
す
。

□
募
集
区
分

・
ビ
ー
バ
ー
ス
カ
ウ
ト

　
（
幼
・
保
育
園
年
長
〜
小
学
一
年
生
）

・
カ
ブ
ス
カ
ウ
ト

　
（
小
学
二
年
〜
四
年
生
）

□
問
い
合
わ
せ
先

　

ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
阿
久
比
第
一
団

　

加
藤
明
彦　

�（
４
８
）１
９
０
４

　

榊
原
和
彦

　

�
０
９
０（
８
７
３
７
）３
１
９
４

�
　

八
月
九
日（
水
）は
大
府
市
小
学
校
水
泳

大
会
開
催
の
た
め
臨
時
休
館
し
ま
す
。

□
問
い
合
わ
せ
先　

　

東
部
知
多
温
水
プ
ー
ル　

　

�
０
５
６
２（
４
４
）０
２
７
１

�阿
久
比
町
福
住
・
白
沢
厄
歳
会　

様

　

英
比
小
学
校
へ
Ｈ
Ｄ
Ｄ
・
Ｄ
Ｖ
Ｄ
レ

コ
ー
ダ
一
台
を
ご
寄
付
い
た
だ
き
ま
し
た
。

山
本
友
秋　

様
（
板
山
）

　

英
比
小
学
校
へ
『
毎
日
新
聞
社
・
決
定

昭
和
史
』
全
二
十
一
巻
を
含
む
百
十
冊
の

児
童
図
書
を
ご
寄
付
い
た
だ
き
ま
し
た
。

�
�
�
�
�
�
�
�
	

�
�
�
�
�
�
�
�
	

�
�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

　

ジ
ャ
ワ
島
中
部
地
震
災
害
救
援
金
に
ご

協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
集
ま

り
ま
し
た
義
援
金
は
、
日
本
赤
十
字
社
愛

知
県
支
部
へ
送
金
し
ま
し
た
。

□
問
い
合
わ
せ
先

　

住
民
福
祉
課
（
内
３
０
１
）

Information
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は
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こ
こ
ろ
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あ
か
ね
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�

し
じ
ま 今今月月のの納納税税ななどど

町県民税　　　　　　　　　２期分
国民健康保険税・介護保険料　１期分

納期限は８月３１日（木）です。

金額（円）設　置　場　所

１４８,７２２役 場

２,７０７中央公民館本館

１,７０１社会福祉協議会

７,０００保 健 セ ン タ ー

３,３８５図 書 館

７,３１５エスペランス丸山

５,２０５ふ れ あ い の 森

５６９ス ポ ー ツ 村

１７６,６０４合　　　　計

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�
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■阿久比町ホームページ  ｈｔｔｐ：//ｗｗｗ．ｔｏｗｎ．ａｇｕｉ．ｌｇ．ｊｐ　■知多中部地域行政情報  ｈｔｔｐ：//ｗｗｗ．ｃｈｉｔａ-ｃｈｕｂｕ．ｇｒ．ｊｐ/
　　　資源を大切に！この用紙は再生紙（古紙１００％）を使用しています。

阿久比町民憲章 人 口 と 世 帯
アグピー 

阿久比町 
マスコットキャラクター 

　わたしたち阿久比町民は、ここに町民憲章を定
め、よりよい町づくりに努めることを誓います。
◎ホタル飛びかう、豊かな自然を守ります。
◎歴史と伝統を守り、教養を高めます。
◎スポーツに親しみ、健康で明るい家庭をつくり
ます。
◎オアシス運動をすすめ、笑顔あふれるまちをつ
くります。
◎ボランティア活動に、すすんで参加します。

世帯数　 ８，１３７　　（　３４）

人　口　２４，９２７人（　２９）

　男　　１２，３８４人（　１７）

　女　　１２，５４３人（　１２）

（　　）は前月との増減数

６月中の異動

　出生　１７　転入　８９

　死亡　１０　転出  ６７

平成１８年７月１日現在

正午には家庭でも１分間の黙とうを 

戦没者を追悼し 
　　平和を祈念する日です 

正午には家庭でも１分間の黙とうを 

８月１５日は 

正午には家庭でも１分間の黙とうを 


